
この文書では、Quest® Migration Manager for Active Directory
（MMAD）バージョン8.14とMicrosoft Active Directory Migration 
Tool（ADMT）3.2（2018年2月リリース）の比較を行います。Migration 
Manager for Active Directoryには、複雑な移行プロジェクトを実
行する際に他の移行製品に比べて多くのメリットがあり、重要な特
色を数多く備えています。

この文書は2018年7月に行われた比較調査の結果を基に作成して
います。        

MIGRATION MANAGER FOR ACTIVE DIRECTORYの主な
メリット:
• あらゆる移行シナリオに対応。信頼関係のない移行をサポートし、

Migration Manager for Exchangeと組み合わせての使用も可能なため、
複雑度の高い移行シナリオを実行できます。 

• 充実したプロジェクト管理機能を搭載。他製品と比べて多くのプロジェ
クト管理機能を利用できます。主な特色として、フルロールバック、マル
チ・エージェント・アーキテクチャ、タスクベースの委任、リソースの分散
処理（権限更新）があります。

• 全ディレクトリの移行を実現。ユーザ、グループ、コンピュータ、ボリュー
ム、プリンタ、コンタクト先、組織単位（OU）、ネットワーク接続形態（サ
イト、サブネット、サイトリンク）、ディレクトリ権限など、あらゆるタイプ
のオブジェクトを移行できます。

• 幅広いリソース処理を実現。エンタープライズ構成によく使用されるリ
ソースについて、処理できる種類が他製品に比べて非常に幅広く（SQL、
Systems Management Server（SMS）/System Center Configuration 
Manager、Exchange、SharePoint）、ワークステーション、ノートパソコン、
およびサーバの包括的なリソースアップデートも行うことができます。

• 効率的なクリーンアップを実現。セキュリティ識別子（SID）の履歴など、
移行後のリソースにある移行元の権限を削除することで、これまでに移
行が行われた証拠をすべてクリーンアップすることができます。

• 真の共存環境を確保。ディレクトリの同期を継続的に行うことで、エン
ドユーザと管理者への移行中の影響を最小限に抑えます。

• リモートワークステーションのエンド・ツー・エンドの移行に対応。
リモートワーカーに影響を与えることなく、リモート接続されたワーク
ステーションの処理と移行をもれなく行うことができます。  

• BitLockerに対応。BitLockerで暗号化されたワークステーションをシー
ムレスに移行できます。復号化や暗号化の必要はありません。

Active Directory移行
ソリューションの比較: 
Quest®対ネイティブツール
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サポートする移行のタイプ
機能 MMAD ADMT 詳細

フォレスト間 MMAD オブジェクトを非破壊的にクローンするため、オープンセットで移行できます。
ADMT オブジェクトを破壊的に移行するため、クローズドセットで移行する必要があります。
SID履歴が必要です。フォレスト内

信頼関係のないフォレスト間
MMAD 信頼関係を作成せずに移行できます。
ADMT 信頼関係を作成する必要があります。

プロジェクト管理
機能 MMAD ADMT 詳細

一元管理
MMAD 一元管理を維持しながら複数のサーバの移行に対応できます。
ADMT 一元管理を維持するには単一のインスタンスが必要です。

拡張性の高いアーキテク
チャ

MMAD 複数のサーバが移行処理をサポートし、あらゆる技術要件に対応できます。
ADMT 一元管理を維持するには単一のインスタンスが必要で、アーキテクチャの拡張には追加の
インスタンスを導入する必要があります。

プロジェクト対応型の
ユーザインターフェイス

MMAD プロジェクトベースのユーザインターフェイスが表示されます。
ADMT タスクベースのユーザインターフェイスです。

タスクの委任
MMAD その製品内でタスクベースの委任が可能です。
ADMT 移行を委任するには、ADでネイティブの権限委任が求められます。

統計 
MMAD 移行処理についての統計詳細をポータル表示します。
ADMT この機能はありません。

オペレーティングシステムのサポート
機能 MMAD ADMT 詳細

サーバ・オペレーティング・システム

Windows 2000

MMAD Windows 2000～2016のすべてのバージョンをサポートします。
ADMT レガシーのクライアントおよびドメイン/フォレストをサポートするには、古いバージョンを
使用する必要があります。

Windows Server 2003

Windows Server 2008 & 
2008 R2

Windows Server 2012 & 
2012 R2

Windows Server 2016

Server Core OS

ワークステーション・オペレーティング・システム

Windows 2000 

ADMT Windows 10を適切にサポートできません。

Windows XP

Windows Vista

Windows 7

Windows 8 & 8.1

Windows 10

 全面対応           一部対応           対応なし
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ディレクトリの移行
機能 MMAD ADMT 詳細

ユーザオブジェクト MMAD 移行中に多くの属性を変更できます。
ADMT 一部の属性については変更に制限があります。グループオブジェクト

コンピュータオブジェクト
MMAD グループメンバーシップを維持するために、必要に応じてコンピュータオブジェクトを移行
できます。

ADMT コンピュータが移動した場合にコンピュータオブジェクトを移行します。

プリンタオブジェクト
MMAD プリンタオブジェクトを移行できます。
ADMT プリンタオブジェクトは移行できません。手動で移行する必要があります。

ボリュームオブジェクト
MMAD ボリュームオブジェクトを移行できます。
ADMT ボリュームオブジェクトは移行できません。手動で移行する必要があります。

コンタクト先オブジェクト
MMAD コンタクト先オブジェクトを移行できます。
ADMT コンタクト先オブジェクトは移行できません。手動で移行する必要があります。

OUオブジェクト
MMAD OUオブジェクトとその委任（権限）を移行できます。
ADMT OUは移行できません。

パスワードの移行

MMAD ソフトウェアを追加せずにパスワードを移行できます。また、パスワードポリシーをミラー
リングせずに既存のパスワードすべてを正常に移行できます。

ADMT Password Export Serverバージョン3.2を別途使用することができますが、ドメインコント
ローラーへのインストールが必要です。

ロールバック 

MMAD フォレスト間とフォレスト内両方のセッションすべてをセッションベースで取り消すことが
できます。         
ADMT フォレスト間の移行および最後に実行したセッションのみ取り消すことができます。フォレ
スト内の移行については、オブジェクトが破壊的に移行されるため、ロールバックできません。

Active Directoryのサポート
機能 MMAD ADMT 詳細

Windows 2000  1

MMAD Windows 2000の機能レベル以上であれば、サポートしているすべてのADバージョンを双
方向で移行できます。移行元ディレクトリと移行先ディレクトリの機能レベルは異なっていても構
いません。

ADMT アップデートにより、新しくリリースされたWindowsバージョンをサポートするためのバー
ジョンチェック機能が削除されました。移行元ディレクトリと移行先ディレクトリの機能レベルは
同じである必要があります。

Windows Server 2003

Windows Server 2008

Windows Server 2008 R2

Windows Server 2012

Windows Server 2012 R2

¹ Windows 2000をサポートするにはADMTバージョン3.1が必要です。

共存
機能 MMAD ADMT 詳細

ディレクトリの同期

MMAD 属性レベルでのディレクトリ同期機能があり、移行期間中、変更内容を継続的にレプリケー
ションします。  
ADMT 移行期間中に変更内容をレプリケートするには複数のセッションが必要となり、日々の移行
処理に手順が別途追加されます。

Exchangeの有効化
MMAD Exchangeの移行に備えて、オブジェクト（メールまたはメールボックス）を有効化できます。
ADMT Exchangeの有効化には対応していません。

O�ce 365
MMAD Exchangeに関連した複数の属性を認証フォレストに同期し、メールボックスをO�ce 365
に直接移行できます。

ADMT この機能には対応していません。

 全面対応           一部対応           対応なし



4

クリーンアップ
機能 MMAD ADMT 詳細

移行元ユーザの無効化 MMAD 移行元ユーザの無効化、権限のクリーンアップ、およびMMADを適用したSID履歴の個別ク
リーンアップ（OUごと）を行うことができます。ネットワークセキュリティを保護するため、オブジェ
クトのSID履歴の属性は移行後にクリーンアップする必要があります。
ADMT 移行元ユーザの無効化と、移行後のリソースにある移行元の権限のクリーンアップを行うこ
とができますが、SID履歴のクリーンアップはできません。

権限のクリーンアップ 

SID履歴のクリーンアップ 

サポート
機能 MMAD ADMT 詳細

24x7製品サポート MMAD 24時間365日の製品サポートとWebベースのコミュニティを提供し、トラブルシューティング
や移行中に発生する問題をサポートします。

ADMT サポートはWebベースのフォーラムのみです。Webベースのフォーラム

リソース処理のサポートプラットフォーム
機能 MMAD ADMT 詳細

Windows Server 「オペレーティングシステムのサポート」のセクションを参照してください。

Windowsワークステーション 「オペレーティングシステムのサポート」のセクションを参照してください。

ネットワーク接続ストレージ
（NAS）/CIFSサーバ

MMAD コマンド・ライン・ユーティリティを使用して、Windowsベースの権限をサポートする
Microsoft以外のオペレーティングシステムもサポートします。
ADMT NAS/CIFSはサポートしていません。権限の取り出し、変換、および再適用を手動で行う
必要があります。

Exchange 2000～2016

MMAD Exchange Processing Wizardを使用して、Exchangeリソース内にあるすべての権限をアッ
プデートできます。

ADMT Exchangeの権限はサポートしていません。権限の取り出し、変換、および再適用を手動で
行う必要があります。

SQL Server
MMAD SQL Processing Wizardを使用して、SQL Server内にあるすべての権限をアップデートできます。
ADMT SQLの権限はサポートしていません。権限の取り出し、変換、および再適用を手動で行う必
要があります。

SharePoint Server
MMAD SharePoint Processing Wizardを使用して、SharePoint Server内にあるすべての権限をアッ
プデートできます。

ADMT SharePointの権限はサポートしていません。

SMS/System Center 
Operations Manager
（SCOM）

MMAD SMS Processing Wizardを使用して、SMSまたはSCOM内にあるすべての権限をアップデー
トできます。

ADMT この機能は手動で実行する必要があります。

Active Directory 
MMAD セキュリティ記述子、および信頼関係にあるドメインのグループメンバーシップを移行、変
換できます。

ADMT セキュリティ記述子は移行できません。すべての権限を手動で付与する必要があります。

リモートワークステーション
MMAD サポート担当者の介入を必要とせずに、VPNに接続されたワークステーションを移行できま
す。ワークステーションへのアクセスに使用されたキャッシュ済みのアカウントは維持されます。

ADMT 対応していません。

 全面対応           一部対応           対応なし
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リソース処理の詳細
機能 MMAD ADMT 詳細
ファイルシステム

MMAD、ADMTの両方とも、サーバおよびワークステーションにあるこれらのリソースを処理でき
ます。

ローカルグループ

プリンタ

レジストリ 

共有

ユーザプロファイル

ユーザ権限

サービス・ログイン・
アカウント 

MMAD Resource Update Managerを使用して、サービス・ログイン・アカウントをリソース処理タス
クの一環としてアップデートできます。

ADMT サービス・ログイン・アカウントのみをアップデートするには、別途処理を行う必要があります。

ローミングプロファイル
MMAD ローミングプロファイルが保存されている場所で、そのプロファイルを処理することができ
ます。

ADMT ワークステーションにあるローミングプロファイルを処理します。

ターミナル・サービス・
プロファイル

MMAD Resource Update Managerを使用して、ターミナル・サービス・プロファイルをアップデート
できます。

ADMT プロファイルを手動で再構成する必要があります。

スケジュール設定されたタ
スク

MMAD Resource Update Managerを使用して、スケジュール設定されたすべてのタスクのログイン
をアップデートできます。

ADMTこの機能には対応していません。

COM+/DCOM
MMAD Resource Update Managerを使用して、すべてのCOM+/DCOMタスクの権限をアップデート
できます。

ADMTこの機能には対応していません。

IIS
MMAD Resource Update Managerを使用して、アプリケーションプールのログインをアップデート
できます。

ADMTこの機能には対応していません。

分散リソースのアップデート
MMAD Resource Update Managerを使用して、複数のホストに実施できます。
ADMTこの機能には対応していません。

リモート処理
MMAD エージェントレス（リモート）でリソース処理できます。
ADMTこの機能には対応していません。

委任

MMAD 内部委任モデルによってタスクベースの委任を実現し、タスクをチームの他の移行エンジニ
アに委任することができます。

ADMT ネイティブの委任モデルをサポートしています。すべてのドメイン管理者が使用できます
が、タスク委任機能はありません。

ワークステーション/ファイ
アウォールがアクティブな
サーバ

MMAD 既存のソフトウェア導入ツールを使用して、エージェントを導入できます。エージェントがあ
らゆるリソース処理タスクをプルするため、再設定が必要なファイアウォールはありません。

ADMT エージェントをプッシュする必要があるため、各ファイアウォールを再設定する必要があり
ます。

委任タスクの処理モデル
MMAD ツール設定によって定義されたセキュリティコンテキストで実行される通りに、移行の全タ
スクを完了できます。

ADMT タスクの実行に必要なアクセス権を運用担当者が保持する必要があります。

BitLockerで暗号化されたシ
ステム

MMAD 移行の運用担当者が余分な労力をかけることなく、BitLockerで暗号化されたホストの移
行を完了することができます。

ADMTこの機能には対応していません。

 全面対応           一部対応           対応なし



6

TechBrief-ADMigrationCompare-US-KS-JA-WL-35483

QUESTについて

Questでは、複雑な問題をシンプルなソリューションで解決することを目的としています。当社は、優れた製品と優れたサービスを大切にし、
シンプルにビジネスを行うという全体的な目標を重視する哲学をもって、これを達成しています。当社のビジョンは、効率性と有効性のど
ちらかを選ばなければならないような状況をつくらないテクノロジーを提供することです。これにより、お客様と組織はIT管理の時間を短
縮し、より多くの時間をビジネスの革新に費やすことができます。
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